
t
記
の
打
占
学

.
!
ι

風
士
記
の
考
古
学

1
R
人
丘
愉

辰
巳
和
弘
(
人
径
史
資
料
熱
k
貪
)
著

紹

、

私
は
、
か
ね
が
ね
茗
者
の
研
究
に

触
れ
て
、
思
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る

そ
れ
は
、
一
者
者
の
研
究
が
、
考
十
Π
学

と
か
占
代
史
と
か
、
民
俗
学
と
い
う

既
成
の
研
究
の
柞
を
越
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
い
、
つ
な
れ
ば
、

総
合
化
さ
れ
た
古
代
学
な
の
で
あ

る

土
円
水
0

た
。
次
に
思
う
の
は
、
記
述
が
平
易
で

あ
る
と
い
、
つ
こ
と
で
あ
る
0
 
こ
う
い

つ
て
は
な
ん
だ
が
、
フ
ツ
ー
の
考
古

学
者
の
文
竜
は
難
し
い
。
こ
れ
は
、

事
突
を
客
観
的
に
伝
え
る
考
古
学
者

の
癖
に
ょ
る
も
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

著
者
は
遵
う
。
難
解
な
こ
と
を
、
専

門
外
の
人
制
に
も
や
さ
し
く
伝
え
て

く
れ
る
。
現
に
、
万
葉
学
徒
で
あ
る

^
に
も
よ
く
わ
か
っ
た
。

占
代
人
の
環
境
に
対
す
る
考
え
力

を
知
る
最
適
の
入
門
書
に
巡
り
合
え

た
喜
び
を
ど
う
読
者
に
伝
え
た

ら
よ
い
か
ひ
ょ
つ
と
す
る
と
、
こ

の
紹
介
文
は
、
私
の
学
カ
テ
ス
ト
に

な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

上
野
誠
系
良
大
学
国
文
学
科
助
教
授
)

た
と
え
ば
、
本
吉
で
教
え
ら
れ
る

の
は
、
瑞
や
遺
物
の
衞
を
、
古

代
の
環
境
の
中
で
理
解
し
よ
う
と
す

る
姿
勢
で
あ
る
腕
者
は
、
読
み
進

む
う
ち
に
、
「
な
る
ほ
ど
古
代
の
聖
地

と
は
こ
ん
な
場
所
だ
っ
た
の
か
・
:

と
、
思
わ
ず
感
嘆
の
声
を
k
げ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
そ
こ
に
、
辰
巳
↓
U

代
学
の
本
領
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
私
は
、
今
回
そ
の
意
を
悔
く
し

新

親
し
み
や
す
い
、
瀬
戸
内
疲
聴
氏

の
現
代
研
沢
が
刊
行
さ
れ
た
頃
か
ら

で
あ
ろ
う
か
、
今
ま
た
『
源
氏
物
橘
』

が
広
く
読
占
人
の
関
心
を
呼
ん
で
お

り
、
関
係
の
当
物
が
山
居
の
新
刊
^

を
に
ぎ
わ
せ
て
い
る
ほ
か
、
同
氏
が

名
誉
館
長
を
務
め
る
¥
治
市
の
源
氏

物
治
ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
も
開
館
以
来
大

変
な
賑
わ
い
と
朋
い
て
い
る
。

こ
ん
な
な
か
で
、
こ
の
た
び
刊
h

さ
れ
た
本
当
は
、
そ
の
副
題
「
王
朝

塒
代
の
都
罪
ら
し
し
が
象
徴
し
て

い
る
よ
う
に
、
『
源
氏
物
語
』
を
生
み

出
し
た
時
代
、
す
な
わ
ち
摂
関
時
代

の
平
、
系
を
狸
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ

た
貰
族
擦
民
た
ち
の
生
活
や
思
い

驫
点
を
あ
て
て
、
平
易
に
叙
述
し

た
も
の
で
あ
る

そ
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
、
当

時
の
文
芸
作
品
や
貴
族
の
晶
は
も

と
よ
り
、
平
安
京
内
外
の
発
掘
調
査

や
史
跡
の
現
地
踏
査
の
成
果
も
広
く

取
り
入
れ
、
さ
ら
に
は
絵
巻
物
な
ど

の
視
覚
資
料
に
も
及
び
な
が
ら
、
著

者
一
流
の
華
麗
な
文
体
で
当
時
の

「
風
景
」
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。

^
書
の
少
な
く
な
い
中
に
あ
っ

て
、
と
り
わ
け
本
書
の
画
期
的
な
点

、

春
・
夏
・
秋
・
冬
の
四
季
の
移

はり
変
わ
り
に
即
し
た
構
成
を
と
っ
て

い
る
こ
と
で
、
夏
の
章
」
で
は
例
え

は
賀
茂
祭
(
葵
祭
)
や
祗
園
御
霊
会

(
祗
園
祭
)
が
、
ま
た
「
冬
の
音
+
」
で

は
雪
を
め
ぐ
る
王
朝
資
族
の
哀
歓
が

語
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

な
お
こ
れ
に
は
、
『
源
氏
物
語
』
に
登

場
す
る
光
源
氏
の
邸
宅
「
六
条
院
」

の
結
枇
に
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
た
と
は

著
者
み
ず
か
ら
が
述
懐
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
っ
て

著
者
が
監
修
さ
れ
た
『
源
氏
物
語
五

十
四
帖
を
歩
く
』
(
J
T
B
)
と
と
も

に
大
方
に
お
^
め
し
た
い
。

竹
居
明
男
尖
学
文
学
部
教
授
)
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言
語
都
市
・
上
海
卿

5
S
N1

真
銅
正
宏
(
人
叟
而
教
退
ほ
か
著

か
っ
て
、
,
魔
都
"
と
称
さ
れ
た
上

海
は
、
そ
の
特
異
な
近
代
性
ゆ
え
に

中
国
で
は
正
当
緑
価
さ
れ
ず
;
囲

わ
れ
0
,
隠
さ
れ
"
て
き
た
。
だ
が
即

年
代
以
後
状
況
は
一
変
し
、
文
学
、

美
術
、
映
画
テ
レ
ビ
な
ど
各
分
野

で
。
上
海
現
参
と
い
わ
れ
る
状
況

が
現
出
し
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て

も
、
『
上
海
史
1
 
大
都
市
の
形
成
と

人
々
の
歩
み
』
(
東
方
書
店
飾
年
)
、

『
上
海
1
魔
都
肋
年
の
興
亡
(
新
潮

社
%
年
)
、
『
上
海
人
物
誌
(
東
方
書

店
町
年
)
、
『
図
説
上
海
ー
モ
ダ
ン
都

市
の
劇
年
』
(
大
修
館
書
店
鯛
年
)
と

意
欲
的
な
研
究
が
次
々
に
公
刊
さ
れ

て
お
り
、
本
書
の
出
版
も
こ
う
し
た

流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
木
窒

は
①
近
代
上
海
の
歴
史
的
概
説
、
 
2

紹新

上
海
を
獅
台
に
し
た
作
品
分
析
、
 
3

日
本
人
の
上
海
体
験
、
 
4
上
海
事
典

の
四
部
分
か
ら
構
成
さ
丸
学
生
や

社
会
人
の
,
上
海
学
入
門
声
と
し

て
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
が
、
類
書

と
の
決
定
的
な
違
い
は
、
上
海
そ
の

も
の
で
は
な
く
て
、
日
本
文
学
の
。
近

忠
礫
を
;
上
海
0
 
を
通
し
て

勺イ
0
暴
き
だ
そ
う
と
す
る
点
に
あ
る
。
第

章
「
テ
ク
ス
ト
の
園
語
都
市
」
で

展
開
さ
れ
る
、
村
松
梢
風
か
ら
堀
田

善
衛
に
い
た
る
十
人
の
作
品
の
分
析

か
ら
、
こ
れ
ま
で
「
日
本
・
日
本
語
・

日
本
人
」
と
四
位
一
体
の
も
の
と
し

て
確
定
さ
れ
て
き
た
日
本
近
代
文
学

が
,
ゆ
ら
ぎ
"
(
小
森
陽
こ
始
め
て

い
る
の
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
そ
し
て
こ
の
延
長
線
上
に
は
、

旧
満
州
・
朝
鮮
・
台
湾
な
ど
。
周
縁
0

の
問
い
直
し
作
業
が
存
在
す
る
。
本

書
は
日
本
文
学
研
究
者
の
本
格
的
作

業
が
、
端
緒
0
 
に
着
い
た
こ
と
を
小

す
が
、
そ
の
,
端
緒
0
 
の
意
味
は
決

し
て
小
さ
く
は
な
い
0

阪
口
直
樹

(
大
学
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
)

現
代
イ
ギ
リ
ス
の
基
礎

知
識
1
英
国
は
変
わ
っ
た

小
野
修
(
大
学
名
誉
教
授
)
編
著

刀
0
ぴ
Φ
ユ
 
0
「
o
m
m
.

(
李
M
父
化
教
竹
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授
)

田
口
哲
也
・
押
本
年
眞
.

(
人
学
.
嵒
X
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
)

斉
藤
延
喜
大
7
斈
饗
授
)
ほ
か
執
筆

学
生
時
代
、
イ
ギ
リ
ス
の
正
式
名

称
が
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
及
び

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
」
と
い

う
長
っ
た
ら
し
い
名
前
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
そ

れ
ま
で
イ
ギ
リ
ス
と
呼
ん
で
い
た
国

が
、
か
つ
て
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、

゛
)
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
エ
ー
ル
ズ
、
そ

し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
等
に
分
か
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
王
権

を
営
ん
で
い
た
こ
と
さ
え
知
ら
な
か

つ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
統

合
さ
れ
た
今
で
も
、
英
国
内
は
決
し

て
枚
岩
と
は
い
い
難
い
と
い
う
の

も
驚
き
だ
っ
た
。
そ
れ
を
知
ら
な
け

れ
ば
、
シ
エ
ー
ク
ス
ピ
ア
も
わ
か
ら

な
い
し
、
 
1
R
A
の
活
動
の
意
味
も

わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
に
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
現
代
と
も
な
る
と
、
ロ
マ

ン
派
な
ど
を
や
っ
て
い
る
自
分
に
は

複
雑
過
ぎ
て
沢
が
わ
か
ら
な
い
と
思

つ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
本
書
は
そ

ん
な
複
雑
な
イ
ギ
リ
ス
を
、
テ
デ

イ
・
ボ
ー
イ
か
ら
ハ
ン
ク
に
至
る
ス

タ
イ
ル
を
通
し
た
自
己
主
張
の
歴
史

と
し
て
の
若
者
文
化
、
「
強
い
L
イ
ギ

リ
ス
を
標
枋
し
て
不
評
を
買
っ
た
サ

ツ
チ
ャ
ー
首
相
の
価
値
観
揺
れ
る

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政
治
状
況
、
最

近
兀
気
な
イ
ギ
リ
ス
の
映
像
文
化
、

独
特
の
二
重
構
造
を
も
つ
宗
教
文
化

等
、
多
様
な
視
点
で
切
り
取
る
こ
と

で
、
あ
た
か
も
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の

よ
う
に
、
現
代
イ
ギ
リ
ス
の
全
体
像

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
の
に
成
功
し

て
い
る
。
異
文
化
理
解
の
方
法
剪

ひ
と
つ
の
見
本
と
も
い
ぇ
る
鮮
や
か

な
圭
国
だ
と
い
ぇ
る
だ
ろ
う
。

遠
藤
徹

尖
学
口
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
専
任
師
)

岸
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租
税
と
い
う
手
段
は
十
Π
今
東
西
を

問
わ
ず
政
治
の
主
体
と
人
民
を
強
力

に
繋
ぐ
も
の
で
あ
り
、
現
代
社
会
に

あ
っ
て
は
国
家
・
地
方
公
共
団
体
の

財
政
的
存
立
と
人
民
の
多
様
な
経
済

活
動
や
各
種
資
'
産
の
保
有
と
は
広

範
・
複
雑
に
絡
み
あ
い
、
そ
れ
へ
の

依
存
の
た
め
の
太
い
多
様
な
緋
と
な

つ
て
い
る
の
が
税
法
で
あ
る
。

国
税
・
地
方
税
を
通
じ
て
多
岐
に

わ
た
る
各
種
税
法
を
統
的
に
述
べ

る
こ
と
の
困
難
さ
は
門
外
の
者
に
も

容
易
に
う
か
が
え
る
が
、
こ
の
本
で

は
序
論
税
法
の
体
系
、
税
法
の
基

本
椎
造
、
税
法
の
共
本
原
則
、
税
法

の
解
釈
と
運
用
、
租
税
突
体
法
1
総

ム
刑
、
租
税
実
休
法
1
各
倫
、
納
税
義

務
の
成
立
・
承
継
お
よ
び
消
滅
、
租

税
手
続
法
、
租
税
救
済
法
、
租
税
処

別
法
と
税
法
全
般
に
つ
い
て
統
き

鳥
瞰
的
縁
識
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
。

茗
者
は
特
に
税
法
の
基
本
拙
造
」

に
つ
い
て
力
を
注
ぎ
、
国
家
の
政

)し

治
・
財
政
政
策
の
基
礎
と
も
な
る
べ

き
税
法
上
の
基
本
原
則
に
つ
い
て
税

率
諭
か
ら
課
税
最
低
限
あ
る
い
は
基

礎
控
除
な
ど
に
つ
い
て
グ
ラ
フ
な
ど

を
使
っ
た
周
到
な
配
慮
に
ょ
っ
て
そ

の
立
法
の
根
底
か
ら
現
存
の
税
法
の

枇
造
を
理
解
さ
せ
る
よ
う
に
試
み
、

税
法
解
釈
へ
忠
欲
増
進
に
つ
な
い

で
い
る
木
譜
は
書
名
の
通
り
税
法
全
般
に

つ
い
て
要
を
尽
く
す
だ
け
で
な
く
、

理
繍
的
に
検
討
を
求
め
ら
れ
る
諸
点

に
つ
い
て
白
説
を
展
開
す
る
な
ど
、

研
究
者
に
と
っ
て
も
益
す
る
こ
と
の

多
い
新
鮮
な
好
著
で
あ
る

西
尾
昭
(
大
学
名
教
授
)

新
刊
紹
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ι
?
,
"
.

"
,
,
叩
顎
一
謝
円

企
鞄
富
,
,
経
印

1
 
中

企
業
政
策
論
と
総
合
政

策
科
学

太
田
進
一
△
女
1
近
1
)
編
著

統
合
政
策
科
学
」
を
轡
名
に
頂
く

本
は
、
牛
恊
和
害
検
索
サ
ー
ビ
ス
で

訓
べ
る
限
り
、
冊
し
か
な
い
。
冊

は
、
大
谷
賓
他
編
著
総
介
政
策
科
学

入
門
』
で
あ
り
、
も
う
冊
が
、
こ
の

企
業
政
策
愉
と
総
合
政
策
科
学
で

あ
る
。
題
名
か
ら
見
て
も
、
よ
り
深
く

総
合
政
策
科
学
を
厶
刑
じ
よ
う
と
す

る
、
総
合
政
策
科
学
人
止
業
政
策
扣
当

者
の
恵
気
軒
昂
を
小
す
も
の
で
あ
る
。

今
H
、
総
合
的
政
策
の
必
要
性
に

つ
い
て
疑
う
者
は
い
な
い
。
従
来
の

足
し
て
二
で
削
る
落
と
し
所
L
政
策

で
は
、
「
令
員
不
満
足
Π
問
題
先
送

り
」
で
あ
り
、
奈
落
の
底
に
落
ち
る

だ
け
で
あ
る
し
か
し
、
必
要
性
と
、

そ
れ
に
対
処
し
得
る
力
波
加
の
間
に

は
、
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
現

状
は
響
的
問
題
解
決
の
方
法
倫

は
見
え
ず
、
各
論
を
集
積
し
て
い
る

段
階
で
あ
る
そ
の
憩
味
で
は
、
こ

の
本
で
も
、
共
薯
者
が
そ
れ
ぞ
れ
各

章
を
分
担
し
て
い
る
の
は
、
時
宜
を

得
た
編
集
方
針
で
あ
る
。

響
政
策
科
学
研
究
科
院
生
の
中

に
も
、
各
厶
州
の
集
合
と
も
取
れ
る
力

リ
キ
ユ
ラ
ム
を
前
に
、
「
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
で
は
な
い
か
っ
・
し
と
疑
う

場
合
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

総
合
政
策
科
学
を
志
す
者
は
複
数

の
境
界
領
域
に
つ
い
て
水
舉
以
ヒ
の

知
識
を
習
得
す
る
し
か
な
い
。
そ
れ

が

「
茨
の
道
で
あ
る
と
し
て
も
、

で
あ
る
。
実
際
、
心
あ
る
院
生
は
、

程
な
く
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」

的
要
素
を
積
極
的
に
捉
え
、
そ
れ
を

入
り
口
と
し
て
、
境
界
領
域
に
深
く

入
っ
て
い
く
こ
の
本
は
、
企
業
政

策
の
立
場
か
ら
そ
の
様
な
入
門
占
と

し
て
活
用
で
き
る
。
一
響
は
、
茨
の

道
L
極
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

彼
方
に
あ
る
「
美
し
い
城
」
を
ぜ
ひ

と
も
見
出
し
て
頂
き
た
い
。

金
田
重
郎
尖
学
総
合
政
策
科
学
廼
萪
敦
遇



学
知

為
替
レ
ー
ト
と
対
外
不

均
衡
の
経
済
学

藤
原
秀
夫
(
大
学
喫
部
教
授
)
著

紹

七
年
代
初
め
、
先
進
国
は
固
定

為
替
相
場
制
か
ら
変
動
為
替
相
場
制

へ
の
移
汀
を
歓
迎
し
た
。
と
い
う
の

、
変
動
為
替
相
場
が
自
動
調
節
機

能
を
果
た
す
役
割
と
し
て
、
対
外
不

均
衡
の
桎
船
か
ら
解
き
放
っ
魔
法
の

杖
で
あ
る
と
期
待
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
人
々
の

期
待
を
裏
切
る
結
果
に
な
っ
て
し
ま

つ
た
。
特
に
、
八
年
代
に
な
っ
て
、

日
米
経
常
収
支
の
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
が

両
国
間
の
経
済
摩
擦
を
引
き
起
こ
し

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
こ
の
よ

う
な
潮
流
の
中
で
、
為
替
レ
ー
ト
決

定
の
理
論
化
と
対
外
不
均
衡
是
正
の

処
方
聾
が
提
尓
さ
れ
て
き
た
。

本
書
の
特
色
は
、
つ
の
代
表
的

な
為
替
レ
ー
ト
決
定
理
論
で
あ
る
国

際
収
支
均
衡
モ
デ
ル
、
マ
ネ
タ
リ

モ
デ
ル
、
資
産
モ
デ
ル
の
部
分

1
 
●

均
衡
モ
デ
ル
を
一
般
均
衡
モ
デ
ル
の

枠
組
み
の
中
に
統
一
化
し
、
各
々
の

相
互
関
係
を
明
確
に
し
た
点
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
分
析
を
時
問
の
要
素

も
考
慮
し
た
動
学
モ
デ
ル
へ
と
拡
張

し
た
点
に
も
特
色
が
あ
る
。
理
論
の

統
一
化
と
い
う
作
業
を
終
え
た
後

市
場
開
放
政
策
、
金
融
財
政
政
策
の

マ
ク
ロ
的
有
効
性
と
限
界
、
中
央
銀

行
の
独
立
性
問
題
、
ド
ル
の
国
際
的

役
割
、
途
上
国
の
債
務
危
機
な
ど
現

実
の
問
題
を
俎
上
に
載
せ
て
吟
味
し

て
い
る
。
ち
な
み
に
、
昨
年
の
ノ
ー

ベ
ル
経
済
学
賞
は
国
際
経
済
の
分
野

で
著
し
い
貢
献
を
な
し
た
R
・
マ
ン

デ
ル
教
授
に
与
え
ら
れ
た
。
受
賞
対

象
の
一
つ
に
有
名
な
マ
ン
デ
ル
"
フ

レ
ミ
ン
グ
・
モ
デ
ル
が
あ
り
、
こ
れ

は
為
替
市
場
と
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の

効
果
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
の

受
賞
意
義
を
知
る
う
え
で
も
、
是
非

本
書
を
繩
か
れ
る
こ
と
を
薦
め
た

社
会
福
祉
の
思
想
と
人

乱
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
誓
房
三
、
五
0
0
円

嶋
田
啓
一
郎
(
大
学
名
誉
教
遅
監
修

小
山
隆
黍
斈
誘
教
堰
ほ
か
執
筆

新

社
会
福
祉
実
践
に
は
何
ら
か
の
価

値
が
投
影
し
て
い
る
。
価
値
を
排
除

し
た
無
機
質
の
社
会
福
祉
実
践
な
ど

お
よ
そ
考
え
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が

こ
れ
ま
で
の
社
会
福
祉
研
究
に
あ
っ

て
は
、
「
科
学
の
客
観
化
認
識
L
(
嶋

田
啓
一
郎
)
に
立
つ
構
造
・
機
能
論

が
支
配
的
で
あ
り
、
価
値
論
の
研
究

蓄
積
は
乏
し
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で

本
書
は
社
会
福
祉
を
支
え
る
価
値
や

田
想
人
間
観
を
探
求
し
、
体
系
的

に
把
握
し
よ
う
と
す
る
貴
重
な
学
問

的
試
み
で
あ
る
本
書
は
四
部
楢
成

で
あ
る
。

第
一
部
社
会
福
祉
の
価
値
と
思

想
」
で
は
、
嶋
田
は
「
福
祉
倫
理
の

本
質
課
題
」
と
し
て
「
主
体
性
の
黄

昏
」
を
克
服
す
る
「
人
格
価
値
」
の

再
発
見
を
強
調
す
る
。
秋
山
智
久
は

幸
福
論
の
検
討
の
上
、
そ
の
社
会
福

祉
的
接
近
の
意
義
を
考
察
し
、
社
会

福
祉
哲
学
の
描
想
を
示
唆
す
る
。
高

田
真
治
は
「
共
生
」
関
係
の
諸
相
と

共
生
概
念
を
整
理
し
、
「
共
生
・
共
同

の
理
念
」
を
重
視
す
る
。
木
原
活
信

は
キ
リ
ス
ト
教
と
世
俗
化
L
 
の
関

連
を
検
証
す
る
。
第
二
部
「
社
会
福

祉
の
価
値
研
究
は
、
平
塚
良
子
「
ソ

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
価
値
の
科
学

化
」
、
加
藤
博
史
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
の
価
値
の
構
造
」
、
横
山
穣
「
社
会が

福
祉
の
価
値
と
人
冏
観
の
変
遷
」

そ
れ
ぞ
れ
細
密
に
追
求
さ
れ
る
第

部
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
の

価
値
観
L
 
は
、
久
保
美
紀
「
エ
ン
ハ

ワ
ー
メ
ン
ト
」
、
小
山
隆
「
自
己
決

定
L
、
岩
問
伸
之
「
媒
介
機
能
」
の
い

ず
れ
も
丹
念
な
分
析
を
通
し
て
明
確

化
さ
れ
る
。
第
四
部
「
社
会
福
祉
分

野
の
人
問
観
L
 
は
、
富
永
雅
和
知

的
障
害
者
L
、
内
藤
雅
子
「
介
讓
福

祉
」
、
笠
原
幸
子
「
介
護
福
祉
」
を
対

象
に
展
開
す
る
。

嶋
田
研
究
会
に
集
う
気
鋭
研
究
者

た
ち
の
力
作
を
集
成
し
た
著
作
で
あ

り
、
学
界
の
注
目
を
集
め
よ
う
。

井
岡
勉
(
大
学
文
学
部
教
授
)

刊

東洋経済新報社
3,000円
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多

凱

テ
ク
ノ
ラ
イ
フ
選
書

進
化
す
る
人
工
物

紹

三
木
光
範
(
人
1
篇
教
授
)
著

一
世
紀
は
人
問
と
環
境
の
あ

り
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。
人
問
の
生

活
を
豊
か
に
す
る
同
的
で
開
発
さ
れ

る
す
べ
て
の
人
工
物
が
環
境
破
壊
に

つ
な
が
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。

本
書
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
今
後
の
人
工
物
は
表
面
的
な
便

利
さ
や
機
能
の
豊
富
さ
で
評
価
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
本
当
の
一
嫌
で
環

境
や
人
に
優
し
い
「
知
的
な
人
工
物
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
L
S
1
技

、

術

コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
技
術
、
通
信
技

術
の
目
覚
ま
し
い
進
歩
は
、
人
工
物

を
こ
れ
ま
で
の
高
機
能
化
や
局
性
能

化
と
は
異
な
る
知
的
化
の
方
向
へ
導

い
て
い
こ
、
つ
と
し
て
い
る

本
ぎ
で
は
人
工
物
の
発
展
を
環
境

に
適
合
し
勝
ち
残
っ
て
い
く
生
物
の

悼

ー
プ
毎
に
テ
ー
マ
を
き
め
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
を

卒
論
に
結
実
さ
せ
る
。
ま
た
そ
の
経

験
や
資
料
は
、
先
M
か
ら
後
粧
へ
と

受
け
継
が
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
営

み
の
な
か
か
ら
選
り
す
ぐ
ら
れ
た
楡

文
を
集
め
、
編
集
さ
れ
た
の
が
本
ぎ

で
あ
る
。
本
占
で
は
、
白
川
女
・
保

津
川
下
り
・
北
山
杉
・
錦
市
場
・
京

都
職
人
町
が
テ
ー
マ
と
さ
れ
、
こ
れ

ら
に
か
か
わ
る
人
々
へ
の
、
そ
の
父

母
や
祖
父
母
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー

に
ま
で
逆
上
っ
た
調
査
に
ょ
り
、
京

都
に
住
む
市
井
の
人
々
の
生
活
と
労

働
が
見
事
に
揣
か
れ
て
い
る

ま
た
、
煮
,
ト
の
初
め
に
は
教
授
の

厳
し
く
も
温
か
い
解
説
が
つ
い
て
お

り
、
現
在
の
大
学
や
学
生
・
教
員
を

と
り
ま
く
^
況
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
い
て
、
教
育
論
・
大
〕
需
と
し
て

も
興
味
深
い
。
ま
さ
に
西
村
先
生
の

ト
数
年
に
お
よ
ぶ
学
生
指
導
の
結
晶

で
あ
り
、
セ
ミ
ナ
ー
ル
学
生
諸
淋
の

記
念
碑
で
あ
る

鯵
坂
学
(
大
学
文
学
部
教
授
)

私
は
学
生
に
「
卒
叢
脚
文
」
に
つ

い
て
は
、
ぜ
ひ
自
分
の
羽
べ
た
い
こ

と
を
内
分
の
凶
と
耳
と
足
を
使
っ
て

吉
く
よ
う
に
と
勧
め
て
い
る
。
し
か

し
で
あ
る
。
最
近
の
学
牛
は
身
体
を

動
か
す
こ
と
は
小
ノ
な
く
、
チ
ョ
コ
チ

ヨ
コ
と
文
献
を
ま
と
め
た
パ
ッ
チ
ワ

ク
の
よ
う
な
卒
論
が
多
い
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
な
か
な
か
テ
ー
マ
が
決

ま
ら
な
畢
生
も
い
る
。
四
年
次
牛

の
冬
に
卒
票
提
出
さ
れ
削
待
を
も

つ
て
統
む
と
、
玉
石
混
交
で
、
こ
の

程
度
の
も
の
し
か
書
け
な
い
の
か

と
、
指
導
力
不
足
を
反
省
す
る

こ
う
し
た
指
導
上
倫
み
に
回
答

を
与
え
て
く
れ
る
本
が
で
た
。
経
済

学
部
の
西
村
卓
、
セ
ミ
で
は
、
小
グ
ル

進
化
に
な
ぞ
ら
え
、
生
物
が
環
境
に

適
合
す
る
た
め
知
的
な
方
向
へ
と
進

化
し
て
き
た
よ
う
に
人
1
物
も
ま
た

そ
れ
ら
の
利
別
さ
れ
る
環
誓
適
合

す
る
べ
く
知
的
化
の
方
向
へ
進
化
し

て
い
く
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
問
題

と
は
何
か
に
は
じ
ま
り
、
筆
者
の
考

え
る
知
的
な
人
工
物
と
は
、
知
的
進

化
の
過
程
知
的
人
1
物
の
讐
、

知
的
化
の
戦
略
、
知
的
人
工
物
の
問

題
点
と
克
服
ま
で
賀
し
た
シ
ナ
リ

オ
で
多
く
の
具
体
例
を
入
れ
興
味
深

く
吉
か
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
人

工
物
が
適
者
と
し
て
勝
ち
残
る
の

、
、か
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
人
工
物
は
い

か
な
る
戦
略
で
開
発
さ
れ
る
べ
き
か

な
ど
、
研
究
や
技
術
開
発
に
携
わ
っ

て
お
ら
れ
る
専
門
家
の
方
、
技
術
分

野
極
も
う
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
お

ら
れ
ゑ
示
倫
裂
、
ま
た
技
術
と

画
接
関
係
の
な
椛
者
の
方
に
と
っ

て
も
、
こ
れ
か
ら
の
人
工
物
の
あ
る

べ
き
姿
に
つ
い
て
「
な
る
ほ
ど
、
な

る
ほ
ど
し
と
納
得
し
な
が
ら
興
味
深

く
腕
ん
で
頂
け
る
冊
で
あ
る
。

河
岡
司
(
大
学
工
学
部
教
授
)

新
刊
紹
介

ー
ー

"

新

オーム社出
1'400
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人
間
の
情
報
処
理
に
お

け
る
聴
覚
言
語
イ
メ
ー

ジ
の
果
た
す
役
割

紹

井
上
智
義
 
1
羊
部
教
授
)
著

著
者
は
、
こ
れ
ま
で
認
知
心
理
学

及
び
嵒
心
理
学
の
立
場
か
ら
、
「
聴

覚
晶
イ
メ
ー
ジ
L
 
と
い
う
テ
ー
マ

に
関
し
て
、
賀
し
て
研
究
を
進
め

て
こ
ら
れ
た
本
書
は
、
そ
の
研
究

成
果
を
ま
と
め
た
労
作
で
あ
る
。

聴
覚
,
需
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
こ
と

ば
の
音
韻
的
表
象
を
さ
し
て
お
り
、

著
者
に
ょ
れ
ば
、
本
を
織
肌
し
て
い

る
と
き
に
、
実
際
に
は
聞
こ
え
て
い

な
い
音
で
「
頭
の
中
で
流
れ
て
い
る

音
」
と
し
て
、
我
々
が
実
感
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
聴
覚
晶
イ
メ
ー

ジ
に
関
す
る
研
究
は
、
従
来
あ
ま
り

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
特
竹
に
つ

い
て
は
心
理
学
的
に
は
ほ
と
ん
ど
明

硫
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
本
書
で

、

は
、
聴
覚
面
碕
イ
メ
ー
ジ
が
人
問
の

刃
知
過
程
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
す
の
か
が
、
綿
密
な
実
験

に
も
と
づ
く
実
証
的
検
討
に
ょ
り
、

見
事
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
第
1
部
で
は
、
聴
覚
亘
叩

イ
メ
ー
ジ
の
定
義
と
と
も
に
、
人
問

倫
報
処
理
過
程
に
お
け
る
聴
覚
園

請
イ
メ
ー
ジ
の
心
理
的
り
ア
リ
テ
ィ

と
そ
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
検
討
が

な
さ
れ
て
い
る
。
第
Π
部
で
は
、
発

達
的
な
観
点
か
ら
、
子
ど
も
に
お
け

る
聴
覚
一
晶
イ
メ
ー
ジ
の
使
用
と
そ

の
機
能
に
つ
い
て
、
第
Ⅲ
部
で
は
、

聴
覚
西
語
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
こ
と
が

難
し
い
、
ろ
う
者
や
難
聴
児
の
二
叩

情
報
処
理
の
特
性
や
聴
覚
●
吊
イ
メ

ー
ジ
を
補
完
す
る
機
能
に
つ
い
て
、

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第

Ⅳ
部
で
は
、
本
書
の
ま
と
め
と
総
合

考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

本
書
で
得
ら
れ
た
研
究
成
果
は
、

心
理
学
の
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
教

育
の
分
野
に
お
い
て
も
重
要
な
意
義

を
も
つ
も
の
と
い
ぇ
る
だ
ろ
、
つ
。

井
上
毅
(
滋
大
学
教
趣

,
四

゛
,
餓

新

戸生
成
文
法
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
一
言

語
学
は
、
一
九
五
年
代
半
ば
に
誕

牛
し
た
時
か
ら
自
狄
讐
子
的
な
一
晶

研
究
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
生
成
・
父
法
が
他
の

'
熈
科
学
の
分
野
と
同
じ
方
法
で
口

語
を
研
究
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
を

め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
雙
訓
が
あ

り
、
今
も
ま
だ
は
っ
き
り
と
し
た
結

諭
は
出
て
い
な
い
。
本
書
は
、
ま
さ

に
こ
の
問
題
に
正
面
か
ら
取
り
奨

で
い
る
。
著
者
は
、
第
一
部
で
文
法

は
倫
実
在
を
持
つ
か
、
一
一
晶
研
究

に
自
欽
讐
子
の
方
法
諭
が
用
い
ら
れ

う
る
か
、
生
成
文
法
と
,
同
狄
纂
子
の

理
舖
の
発
展
の
仕
方
に
平
行
性
が
あ

る
か
と
い
う
問
題
を
ホ
ハ
ー
や
へ
ン

ヘ
ル
な
ど
の
科
学
哲
学
者
の
科
学
観

を
援
用
し
な
が
ら
様
々
な
文
献
か
ら

の
引
用
に
基
づ
い
て
玉
編
じ
て

い
る
科
学
哲
学
の
観
点
か
ら
生
成

文
法
の
具
体
的
な
分
析
を
評
価
す
る

試
み
は
あ
ま
り
例
が
な
く
、
本
書
の

諭
考
は
そ
の
意
味
で
も
貴
重
で
あ

る
第
二
部
で
は
、
生
成
文
法
の
方

法
曹
対
す
る
批
判
の
誤
り
を
指
摘

し
、
生
成
文
法
を
擁
護
す
る
委
訓
を

展
開
し
て
い
る
本
書
は
、
平
易
な

こ
と
ば
で
分
か
り
や
す
く
書
か
れ
て

い
る
が
、
専
門
的
な
議
繍
を
含
む
箇

所
も
多
く
、
生
成
文
法
の
あ
る
程
度

の
知
識
や
生
成
文
法
の
哲
学
的
側
面

へ
の
興
味
が
な
い
と
、
本
書
の
議
補

の
貞
価
を
理
解
す
る
の
は
必
ず
し
も

一
す
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
し

か
し
な
が
ら
、
本
書
は
、
長
年
に
渡

る
著
者
の
研
究
の
重
み
と
深
さ
匙

じ
ら
れ
る
好
著
で
あ
り
、
読
者
は
、

章
を
追
う
ご
と
に
こ
の
問
題
に
つ
い

て
の
思
索
が
深
ま
り
、
著
者
に
導
か

れ
て
い
つ
の
問
に
か
薯
名
の
思
索
の

跡
を
辿
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受

け
る
不
思
議
な
本
で
あ
る
。

上
田
雅
信
(
北
海
道
大
学
助
教
授
)
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り
、
あ
げ
く
の
果
て
は
奥
さ
ん
に
酢

婚
を
い
い
わ
た
さ
れ
た
り
し
た
、
ヤ
.

ム
州
家
ハ
.
ス
リ
ッ
ト
の
話
な
ど
も
、
大

変
興
味
深
い
し
か
し
圧
巻
は
、
ワ

ー
ズ
ワ
ス
と
コ
ー
ル
リ
ッ
、
シ
の
け
ん

か
で
あ
る
。
困
惑
し
た
ロ
ビ
ン
ソ
ン

が
二
人
の
間
を
行
き
来
し
阪
解
を

解
き
、
つ
い
に
人
が
再
び
仲
よ
く

な
る
ー
こ
の
過
程
簸
動
的
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
彼
ら
の
実
生
活
か

ら
、
彼
ら
の
文
学
の
向
が
、
さ
ら

に
ょ
く
わ
力
る
よ
う
に
な
る

訳
名
杉
鞭
氏
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
で
学
ん
だ
ロ
マ
ン
派
の
研
究

家
で
あ
る
が
、
シ
エ
リ
ー
や
ヒ
ー
ニ

ー
な
ど
の
嗣
訳
も
多
数
乎
が
け
、
剛

沢
に
つ
け
る
注
釈
の
綿
密
さ
に
は
定

評
が
あ
る
本
書
の
行
き
と
ど
い
た

人
名
の
注
釈
や
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
か
ら

は
、
数
多
く
の
そ
の
他
の
卜
九
世
紀

人
た
ち
の
姿
や
人
問
関
係
も
浮
か
び

上
が
る
大
変
啓
発
さ
れ
、
こ
れ
は

本
来
、
人
問
の
好
き
な
人
で
な
い
と

で
き
な
い
仕
耶
だ
と
感
心
し
た
。

児
玉
実
英
爰
子
大
学
学
芸
学
部
特
任
教
遇

本
審
は
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
と
い
う
文

学
好
き
の
弁
護
ヒ
が
、
イ
ギ
リ
ス
.

ロ
マ
ン
派
の
巨
星
た
ち
1
ワ
ー
ズ

ワ
ス
や
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
や
ラ
ム
な
ど

ー
と
な
ん
十
年
に
も
わ
た
っ
て
つ

き
合
っ
た
思
い
出
や
日
記
な
ど
を
架

め
た
も
の
で
あ
る
。
萸
文
学
と
り
わ

け
ロ
マ
ン
派
の
文
学
に
興
味
を
も
っ

て
い
る
人
に
は
、
こ
た
え
ら
れ
な
い

ほ
ど
お
も
し
ろ
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

)し

次
々
目
に
入
っ
て
く
る
。

天
使
た
ち
に
命
令
」
さ
れ
て
書
き

始
め
る
と
、
部
屋
中
に
こ
と
ば
が

飛
び
か
っ
て
い
る
の
が
見
え
て
」
き

た
と
い
う
天
才
ブ
レ
イ
ク
の
話
や
、

友
人
を
喪
切
っ
た
り
、
絶
交
さ
れ
た

本
書
は
、
長
年
日
本
に
お
け
る
ヒ

ユ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
研
究
に
お
い
て
中

心
的
な
役
割
を
果
た
さ
れ
、
一
九
五

七
年
か
ら
L
六
年
ま
で
本
学
文
学
部

に
お
い
て
教
育
研
究
活
動
に
携
わ
ら

れ
た
秋
山
健
先
生
彬
の
書
で
あ
る
。

木
学
と
ヒ
智
大
学
で
先
牛
の
指
導
を

妥
け
た
ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
者
が
中

心
と
な
り
、
ヒ
ユ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
と

ア
メ
リ
カ
文
学
の
関
わ
り
を
、
植
民

地
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
長

い
時
系
列
の
中
で
捉
え
て
い
こ
う
と

す
る
興
味
深
い
企
画
構
成
で
あ
る

稙
民
地
建
設
の
思
想
墓
盤
で
あ
っ

た
ヒ
ユ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
は
、
時
代
の

推
移
と
共
に
帯
化
さ
れ
国
家
発

展
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
、
ま
た

時
に
は
国
家
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ

イ
テ
ィ
ー
を
{
寸
る
た
め
の
排
他
的
な

共
同
体
恵
識
の
製
楓
と
し
て
、
様
々

な
文
化
 
U
説
に
変
合
さ
れ
て
き
た
。

各
厶
州
考
は
ヒ
ユ
ー
リ
タ
ニ
ス
ム
を
定

点
と
し
て
、
文
学
テ
キ
ス
ト
を
構
築

し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
文
化
凶
説
を

再
検
証
し
、
勢
解
い
て
い
く
と
い

う
意
欲
的
な
も
の
で
あ
る
。

林
教
授
の
「
戦
略
と
し
て
の
ヒ

ユ
ー
タ
リ
ン
嫌
い
』
」
は
フ
エ
ニ
モ

ア
.
ク
ー
パ
ー
を
取
り
上
げ
て
い
る

産
業
化
へ
の
移
行
か
進
む
一
八

年
代
に
お
い
て
、
支
配
的
権
威
磊

保
し
よ
う
と
す
る
新
興
勢
力
が
利
用

し
た
「
ピ
ユ
ー
リ
タ
ン
の
ロ
マ
ン
ス

化
L
 
に
対
し
、
ク
ー
ハ
ー
は
ピ
ユ

リ
タ
ン
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
を
パ
ロ
デ

イ
ー
化
す
る
と
い
う
語
り
の
戦
略
に

よ
っ
て
、
批
判
的
テ
キ
ス
ト
を
作
品

の
中
で
貝
現
し
て
い
る
と
鮮
や
か
に

読
み
解
い
て
い
る
。
最
近
の
ア
メ
リ

力
文
化
研
究
の
倫
考
を
敷
衍
し
な
が

ら
、
ク
ー
ハ
ー
の
ヒ
ユ
ー
リ
タ
ン
文

化
に
対
す
る
批
判
的
な
眼
差
し
を
検

'
す
る
斬
新
な
倫
考
で
あ
る

石
塚
則
子
(
大
学
文
学
部
助
教
授
)
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